
◆出し方

「ペットボトル」は、キャップを

とり、中を軽くすすいでから、出し

てください。ラベルは、はがさなく

ても結構です（キャップでプラスチ

ックの素材のものは、「プラスチッ

ク類」として出してください）。

ケチャップやマヨネーズ・油類の

容器は、使い切ったうえで軽く中を

すすぐか、付着物を拭き取るかして、

「プラスチック類」（月曜日収集）と

して出してください。

「ペットボトル」と「プラスチッ

ク類」は必ず分けて出してください。

別々の収集車が回収に行きます。

袋は、中の見える透明か半透明の

袋を使用してください。レジ袋もＯ

Ｋです。不燃ごみも、できるかぎり

中の見える透明か半透明の袋を使用

してください。

◆収集日・収集時間

可燃ごみは全く変わりません。不

燃ごみのうちペットボトル・プラス

チック類以外は、今までの月曜日か

ら水曜日に変わります。「ペットボ

トル」・「プラスチック類」は、今

まで不燃ごみを収集していた月曜日

に収集します。収集ルートの変更に

より、以前の収集時間と変わる場合

がありますので、朝８時までに必ず

出すようにお願いします。

※「プラスチック類」は、容器包

装リサイクル法にとらわれずに収集

します。対象物は、次の５品を除く

すべてのプラスチック類です。除外

品（ビニール傘・ビデオ／カセット

テープ・おもちゃ・物干しハンガ

ー・バケツ）

※事業系ごみは、「ペットボトル」

と「プラスチック類」を別々に分け

て、それぞれ緑色のびん・缶用の有

料袋を使用してください。不燃ごみ

（ペットボトル・プラスチック類以

外）は今までどおり黄色の不燃ごみ

用の有料袋を使用してください。

※収集した「プラスチック類」は、

その後リサイクルセンターでさらな

る選別をし、再商品化事業者に手渡

されます。その後、プラスチックの

原料や繊維に生まれ変わります。

※公共施設などにある拠点回収も

実施していますので、ご利用くださ

い。
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市
で
は
、
男
女
平
等
問
題
を
テ

U
マ
と
し
て
取
り
上
げ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
U
シ
ョ
ン
誌
「
コ
U
ヒ
U
入

れ
て
¿
」
を
年
に
３
回
発
行
し
て

い
ま
す
。
２
０
０
３
年
３
月
発
行

（
第
29
号
）
の
編
集
に
協
力
し
て

く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
・
募
集
人
数

市
民
（
在

勤
・
在
学
を
含
む
）２
人
。男
女
平

等
問
題
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
あ

る
い
は
知
識
・
経
験
の
あ
る
方
。

◆
活
動
日

原
則
と
し
て
、
平
日

の
昼
間
。
12
月
〜
平
成
15
年
３
月

に
２
回
程
度
、
編
集
会
議
に
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
交
通
費
程

度
支
給
。

◆
活
動
内
容

冊
子
の
特
集
テ
U

マ
提
案
、
取
材
先
お
よ
び
原
稿
執

筆
依
頼
先
の
選
定
、
原
稿
チ
ェ
ッ

ク
、
そ
の
ほ
か
編
集
に
関
わ
る
作

業
（
記
事
は
制
作
会
社
の
ラ
イ
タ

U
が
ま
と
め
ま
す
）。

▼
11
月
25
日
Ã
（
必
着
）
ま
で
に
、

「
コ
U
ヒ
U
入
れ
て
¿
編
集
委
員

市
内
の
小
学
生
が
描
い
た
絵

と
、
小
学
生
お
よ
び
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
U

ジ
を
掲
載
し
た
「
平
和
カ
レ
ン
ダ

U
」
２
０
０
３
年
版
を
、
ご
希
望

の
方
に
配
付
し
ま
す
。

▼
12
月
２
日
Ã
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
平
和
カ

レ
ン
ダ
U
希
望
」
・
fl
住
所
・
‡

氏
名
・
·
年
齢
・
‚
電
話
番
号
・

„
受
取
希
望
場
所
（
市
役
所
ま
た

は
三
鷹
駅
・
東
部
・
西
部
・
三
鷹

台
の
各
市
政
窓
口
の
う
ち
い
ず
れ

か
一
つ
）
を
記
入
し
「
〒
181
―
８

５
５
５
三
鷹
市
役
所
企
画
経
営

室
」
へ
申
し
込
む
。
１
世
帯
に
つ

き
一
部
ま
で
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
。

※
12
月
中
旬
に
配
付
予
定
。
く

わ
し
く
は
引
換
証
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１

５

松
ぼ
っ
く
り
や
ク
ル
ミ
・
ど
ん

ぐ
り
な
ど
の
木
の
実
を
使
っ
て
、

工
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
れ
も

簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
11
月
23
日
è
〜
12
月
25
日
Œ
の

開
館
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
に

随
時
開
催
中
。
都
合
の
良
い
時
間

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
ど
ん
ぐ
り
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

fl

ど
ん
ぐ
り
２
個
、
‡
ひ
も
ま
た
は

毛
糸
（
長
さ
50
B
く
ら
い
）
、
·

瞬
間
接
着
剤
を
持
参
。

◇
木
の
実
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
リ

U
ス

fl
木
の
実（
松
ぼ
っ
く
り
、

ど
ん
ぐ
り
な
ど
）
、
‡
20
番
の
ワ

イ
ヤ
U
ま
た
は
細
い
針
金
１
〜
２

本
、
·
瞬
間
接
着
剤
を
持
参
。

◇
松
ぼ
っ
く
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
U

fl
松
ぼ
っ
く
り
、
‡
好
き

な
色
の
ビ
U
ズ
、
·
瞬
間
接
着
剤

を
持
参
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
同
工
房
（
水
・
木
・
土
・
日

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
開

館
）
ò
34
―
３
１
９
６

カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
と
バ
イ
カ
オ
ウ

レ
ン
の
手
作
り
の
寄
せ
植
え
で
お

正
月
を
飾
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
初

め
て
の
方
に
も
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。

▽
12
月
10
日
Õ
fl
午
前
の
部
＝
午

前
10
時
〜
正
午
、
‡
午
後
の
部
＝

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、
三

鷹
市
公
会
堂
別
館
で
。
講
師
は
、

野
草
盆
栽
研
究
家
の
山
根
景
子
さ

ん
。参
加
費
２
千
円（
当
日
徴
収
）。

▼
11
月
27
日
Œ
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
希
望
の
部

・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市

役
所
緑
と
公
園
課
」へ
申
し
込
む
。

定
員
は
各
34
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）。

∞
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３

３

三
鷹
市
が
調
布
市
と
共
同
で
進

め
て
い
る
新
ご
み
処
理
施
設
に
つ

い
て
の
整
備
基
本
計
画
素
案
を
検

討
す
る
、
学
識
者
、
市
民
な
ど
か

ら
な
る
委
員
会
の
第
６
回
会
議
。

▽
11
月
19
日
Õ
午
後
７
時
〜
９

時
、
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
で
。

▼
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、
直

接
会
場
へ
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

１

今
年
度
、
改
定
に
取
り
組
む

「
三
鷹
市
ご
み
処
理
総
合
施
策

（
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
）」

接
会
場
へ
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

３

の
改
定
案
を
検
討
す
る
市
民
会
議

（
メ
ン
バ
U
は
学
識
経
験
者
・
市

民
な
ど
）
の
第
５
回
会
議
。

▽
11
月
21
日
œ
午
後
７
時
〜
９

時
、
教
育
セ
ン
タ
U
３
階
大
研
修

室
で
。

▼
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、
直
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自
然
と
い
う
と
、
雪
を
か
ぶ

っ
た
山
並
み
、
高
山
植
物
が
咲

き
乱
れ
る
高
原
や
湿
原
、
森
に

囲
ま
れ
た
湖
、
入
り
組
ん
だ
海

岸
線
な
ど
を
連
想
す
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
が
自
然
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
っ
と
身
近
に
も
豊
か
な

自
然
が
あ
り
ま
す
。

『
ふ
る
さ
と
の
　
山
に
向
か
ひ

て
　
言
ふ
こ
と
な
し
　
ふ
る
さ

と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
』

い
な
か
の
風
景
を
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
裏
山
の
雑
木

林
、
谷
津
（
谷
戸
）
、
小
川
や

た
め
池
、
田
ん
ぼ
や
畑
、
ト
ン

ボ
や
井
戸
水
で
冷
や
し
た
ス
イ

カ
な
ど
、
農
林
業
の
営
み
の
中

で
保
た
れ
て
き
た
自
然
環
境
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
日
本
人
の

原
風
景
で
あ
る
「
里
山
」
は
、

ご
く
見
慣
れ
た
い
な
か
の
風
景

で
す
が
、
そ
こ
に
は
た
く
さ
ん

の
動
植
物
が
多
様
で
豊
か
な
生

態
系
を
形
成
し
て
い
る
の
で

す
。し

か
し
、
そ
の
里
山
か
ら
豊

か
さ
が
消
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
住
宅
や
工
業
団
地
、
ゴ
ル

フ
場
な
ど
の
開
発
に
よ
り
、
里

山
は
削
ら
れ
、
埋
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
車
が
入
れ
る

山
林
や
谷
津
に
は
不
法
投
棄
さ

れ
た
ご
み
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
人
間
と
し
て
の
尊
厳
さ
え

捨
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
そ
し
て
、
ゴ
ル
フ
場

や
不
法
投
棄
の
現
場
で
は
、
農

薬
や
有
害
物
質
に
よ
り
汚
染
さ

れ
た
場
所
も
存
在
し
ま
す
。

そ
ん
な
開
発
を
免
れ
た
里
山

も
、
農
法
の
変
化
な
ど
に
よ
り

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
水
路

は
コ
ン
ク
リ
U
ト
で
覆
わ
れ
、

一
年
中
水
を
張
っ
て
い
た
田
ん

ぼ
も
冬
は
乾
田
化
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
米
に

は
高
値
が
つ
く
た
め
、
米
づ
く

り
の
時
期
が
早
ま
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
が
生
物
に
影
響
を
与

え
て
い
る
の
で
す
。

『
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山
、
小

鮒
釣
り
し
か
の
川
』

里
山
の
雑
木
林
で
は
生
活
の

必
需
品
を
採
取
し
、
カ
ブ
ト
ム

シ
や
ク
ワ
ガ
タ
を
捕
り
、
山
菜

を
摘
み
、
山
栗
を
拾
い
、
ヤ
マ

イ
モ
を
掘
る
、
湧
き
水
に
ホ
タ

ル
を
追
い
か
け
、
た
め
池
や
用

水
路
で
フ
ナ
や
カ
エ
ル
を
釣

る
。
こ
の
よ

う
な
山
仕
事

や
遊
び
の
中

で
、
人
は
自
然
と
の
付
き
合
い

方
を
学
び
、
四
季
の
美
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
伝
統
文
化
を
生
み

出
し
て
き
ま
し
た
。
里
山
に
は

「
生
態
系
全
体
の
循
環
の
中
で

の
人
間
の
生
き
方
」
に
つ
い
て

の
知
恵
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
の
循
環
型
社

会
形
成
に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。次

回
の
テ
U
マ
は
「
エ
コ
野

菜
」
で
す
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５

２
３
・
２
５
２
４

「
里
山（
さ
と
や
ま
）」

シ
リ
ー
ズ

『
環
境
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
』
⑩

２
０
０
３
年
平
和
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
付

男
女
平
等
問
題
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
誌

「
コ
ー
ヒ
ー
入
れ
て
¿
」
編
集
委
員
募
集

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

■
講
習
会

「
木
の
実
を
使
っ
た

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」

ミ
ヨ

リ
　
サ
　
イ
　
ク
　
ル

お
正
月
寄
せ
植
え
講
習
会

紅
白
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ

寄
せ
植
え

応
募
」
・
fl
住
所
・
‡
氏
名
・
·

電
話
番
号
・
‚
年
齢
・
„
編
集
経

験
の
有
無
・
‰
応
募
の
動
機
（
100

字
程
度
）
を
記
入
し
郵
便
・
フ
ァ

ク
ス
・
電
子
メ
U
ル
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
「
〒
181
―
８
５
５
５

三
鷹
市
役
所
企
画
経
営
室
平
和
・

女
性
・
国
際
化
推
進
係
」
へ
申
し

込
む
。
選
考
の
う
え
編
集
委
員
を

決
定
し
、
結
果
は
す
べ
て
の
応
募

者
に
通
知
し
ま
す
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１

５
・
¿
48
―
１
４
１
９
・
Ｅ
メ
U
ル

kikaku@
city.m

itaka.tokyo.jp

来春、三鷹市ホームぺージが生まれ変

わります。リニューアルにあたり、三鷹

市ホームページ上http://www.city.mit
aka.tokyo.jpでみなさんからの意見を
募集しています。たくさんのご意見をお

待ちしています。

新しいホームページでは、みなさんの

役に立つ、新鮮な情報を提供するととも

に、子どもから高齢者まで使いやすいも

のを考えています。また、三鷹のことを

広く市外の人にもアピールする内容など

も検討中です。
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ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

新
ご
み
処
理
施
設

整
備
基
本
計
画
の

検
討
委
員
会
の
開
催

三
鷹
市
産
業
振
興
計
画
（
平

成
８
年
３
月
策
定
）
の
改
定
素

案
を
検
討
す
る
会
議
で
、
一
般

公
募
に
よ
る
市
民
委
員（
３
人
）

を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
会
議
は
、
有
識
者
、
商

工
会
、
関
係
機
関
な
ど
か
ら
推

薦
さ
れ
た
方
々
と
、
一
般
公
募

委
員
を
合
わ
せ
て
お
お
む
ね
20

人
で
構
成
さ
れ
る
予
定
で
、
15

年
３
月
ま
で
に
素
案
を
検
討
・

作
成
す
る
予
定
で
す
。

◆
応
募
資
格

平
成
14
年
11
月

末
現
在
満
18
歳
以
上
の
市
内
在

住
の
方
で
、
ほ
か
の
市
長
附
属

機
関
審
議
会
の
委
員
や
市
職
員

で
な
い
こ
と
。

▼
11
月
29
日
–
ま
で
に
、
所
定

の
用
紙
（
窓
口
で
配
布
）
で
生

活
経
済
課
商
工
労
政
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
３
階
）
へ
申
し
込

む
。公
募
者
数
３
人
。応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

∞
同
課
ò
内
線
２
５
４
２

産
業
振
興
計
画
（
改
定
）
検
討

市
民
会
議
委
員
を
一
般
公
募
し
ま
す

消
費
者
活
動
セ
ン
タ
U
の
料
理

講
習
会
（
後
期
第
２
回
目
）
。
北

連
農
業
協
同
組
合
連
合
会
・
X

東

京
多
摩
青
果
・
三
鷹
青
果
商
組
合

協
力
。

▽
12
月
10
日
Õ
fl
午
前
10
時
〜
正

午
・
‡
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
（
２
回
開
催
）
、
消
費
者
活
動

セ
ン
タ
U
３
階
実
習
室
で
。
試
食

・
お
み
や
げ
付
き
。

▼
11
月
24
日
À
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
希
望
の
時

間
（
fl
か
‡
）
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181
―
０

０
１
３
下
連
雀
３
―
22
―
７
消
費

者
活
動
セ
ン
タ
U
」へ
申
し
込
む
。

定
員
各
40
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）。

∞
生
活
経
済
課
消
費
生
活
係
ò

内
線
２
５
４
５

ご
み
処
理

総
合
施
策
改
定

検
討
市
民
会
議

「
北
の
大
地

北
海
道
の

じ
ゃ
が
い
も
と
た
ま
ね
ぎ
」を

使
っ
た
料
理
講
習
会

大沢一・四丁目、野崎四丁目で行っていたペットボトル・プラスチック

類の分別収集を、11月から大沢二・五・六丁目でも開始しました。みなさ

んの協力をよろしくお願いします。
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